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　 川根本町には1 3 か国9 6 人の外国人住民が暮ら し ているのを ご存知ですか？　

　 静岡県と 川根本町、 ㈱KAW AN Eホールディ ングスでは、 川根本町に外国人材

を呼び込み、 地域の活性化を図る目的で「 外国人材のための第二の故郷」 創出支

援事業を行っ ています。

　 今回は、 地域住民と 外国人住民の交流事業の一環で行われた「 イ ンド ネシア料

理教室」 の様子と 、 指導を担当し てく ださ っ た㈱オク ス（ 徳山） に勤めるイ ンド

ネシア出身の技能実習生をご紹介し ます。

料理を通じ て異文化コ ミ ュ ニケーショ ン料理を通じ て異文化コ ミ ュ ニケーショ ン

　 11月18日（ 土）、 文化会館にてイ ンド ネシア料理教室が行われま し た。 講師はイ ンド ネ

シア出身の８ 名。 参加者15名と 一緒に、 ソ ト （ 鶏肉ス ープ）、 サテ（ 焼き 鳥）、 ナシゴ レ

ン（ 焼飯） の３ 品を作り ま し た。 最初は緊張も

あり 、 お互いにぎこ ちなかったですが、 調理が

進むにつれ、 どのグループから も 笑い声が聞こ

えてき ま し た。 完成し た料理を食べて「 おいし

～い！」 と 一同大喜び。

　 歌や民族衣装、 空手など 、 今ま で知ら なかっ

たイ ンド ネシアの文化にも 触れ、 参加者から は

「 見た こ と のな い調味料な ど があ っ て 興味深

かっ た」「 講師の皆さ んが明る く 温かい人たち

で楽し めた」 と 好評を得ま し た。

地域の皆さ んと 楽し く 交流でき て嬉し かっ たです！
　 イ ンド ネシア出身の８ 名は、 23歳～27歳の青年。

日本滞在歴は１ 年～６ 年と バラ バラ ですが、 皆さ ん

日本語がお上手です。 徳山区にある ㈱オク ス の寮で

共同生活をし ていて、 休みの日はみんなで部屋に集

ま ってゲームや料理をし たり する ほどの仲良し 。 バ

ス に乗っ て野守の池（ 家山） ま で釣り に出かけた

り 、 地域住民と 一緒にサッ カーを楽し んでいま す。

　 今回の料理教室についてク レ ス ナさ んは「 ５ 年間

住んでいて初めて日本の方と 一緒に料理を し ま し

た。 仲良く なれてう れし い」 と 話し てく れま し た。

　 ㈱オク ス の大畑さ んは「 コ ロ ナ禍で地域の人と 交

流する こ と がほと んど なかったので、 彼ら にと って

も いい機会になったと 思う 」 と 喜んでいま し た。

　 と ても 素直で陽気な８ 名。 普段は近所のス ーパー

やコ ンビ ニ、 飲食店によ く 行く そう なので、 ぜひ見

かけたら 声をかけてみてく ださ いね。

前列左から 　 ト ミ さ ん、ジャ ヤさ ん、リ ロさ ん、コ リ ルさ ん

後列左から 　 ザムさ ん、ク レスナさ ん、アルフ ィ ンさ ん、

イ マムさ ん

トミさんによるインドネシア空
手。拍手喝采が沸き起こりまし
た。

料理づくりを通してすっかり打
ち解けていました。

インドネシアの歌を披露した
後、日本の歌「島人ぬ宝」を参
加者と一緒に歌いました。
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